
ギャラリースペースにてにこにこ通園の紹介をしています。
総合療育センターにおこしの際はぜひご覧ください。

ギャラリースペース更新の
お知らせ

児童発達支援センター 

にこにこ通園 
 

「にこにこ通園」は、運動の遅れ・ことばが 

遅い・聞こえが心配・友達と遊ばないなど、発達に遅れや

心配のある未就学のお子様（１歳～６歳）を対象とした「児

童発達支援センター」です。また、ご家族と一緒に活動に

参加していただく「親子通園」です。 

保育活動の中で、お子様の発達に合わせた遊びや具体的

な関わりを通して、お子様の発達の状況や特性をご家族に

知っていただくための支援を行い、ご家族と一緒に子育て

を考えていきます。 

 

・ クラスは、お子様の年齢・発達・遊びの様子などを考慮

して編成しています。現在は新型コロナ感染症の対策上、

１クラス 1日 8名程度の小集団で活動しています。 

 

・ 一人ひとりに合わせた関わり方、対応の仕方を検討し、

職員が具体的にモデルを示しながら、ご家族にも実践し

ていただけるよう支援します。 

通園スタッフ 

 

＜保育士・児童指導員＞ 

いろいろな遊びや活動の場を提供し、親子で一緒に活動す

る中で、お子様の発達を促し、力を発揮できるよう支援して

いきます。 

児童発達支援計画を作成し､一人ひとりに合わせた支援 

を行います。その中で、お子様の発達など様々なご相談につ

いても各スタッフの窓口となり､連携や調整を行います。 

 

  

 
 

＜看護師＞ 

お子様の健康管理に関するご相談に応じます。 

医療的ケアの必要な方も安心して保育活動に 

参加できるようサポートします。 

 

＜言語聴覚士（ＳＴ）＞ 

聞こえやことば、コミュニケーションに関するご相談をお 

園長 児童発達支援 

管理責任者 

受けします。 

 

 

＜心理士＞ 

お子様の情緒や行動を含めた全体的な発達を、ご家族が理

解していくための支援をします。 

 

 

＜理学療法士（ＰＴ）・作業療法士（OT）＞ 

運動発達を支援します。身体や手を使った遊びを広げてい

くお手伝いや、日常生活動作の発達支援をします。 

 
 

 

 

＜栄養士＞ 

成長に合わせた給食を提供します。 

 

＜バス運転手＞ 

送迎が必要な方については、バスで安全に送迎します。 

 
バス 

にこにこ通園の一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

活動の合間の休憩時間に 

お茶を飲んだりトイレに行ったりします 

１２：００ 給食の時間 

午前の保育活動 

食形態やアレル

ギー等の相談に

応じます♪ 

デザートも

あるよ 

午後の保育活動 

自由遊び 

午前中に様々

な活動をしま

す 

例えば・・ 

１０：００ 登園の時間 

この時間に 

ご家族はお子様と離れ

て昼食をとります 

おはよう 

ございます 

車の方は駐車

場から中へ 

おえかき 新聞紙遊び 

通園の入口は 

2ヶ所あります 

あつまり 

 

行事の様子 
日々の活動に季節の行事を取り入れています。 

力を発揮できる

よう道具を工夫

しています 

いつでも、どこで

も、だれでも楽しめ

る、音楽療法のひと

つです 

机上操作遊び  

ウォーカー 発砲スチロール遊び 玩具あそび 

身体を動かし

て遊ぼう♪ 

気をつけて 

 

＜  いろいろな活動  ＞ 

あるこう 

あるこう 

わたしは元気♪ 

七夕 

１４：００ 降園の時間 

お楽しみ会 

靴を 

はいてね 

夏まつり 

ふれあい遊び  
ミュージック・ケア  

運動遊具遊び 

午後の活動 

例えば・・・ 

 

・ お子様の発達に合わせた活動を通して、大人や友達と遊

ぶ楽しさを経験し、社会性を育てていきます。 

 

・ 生活リズム（睡眠・排泄・食事など）を整え、基本的生

活習慣を身につけ、心身の機能の発達を促す適切な支援

方法を提案していきます。 

 

＜保護者へのサポート＞ 

・ お子様の発達や、ご家族のご相談に応じます。 

 

・ 年度に１～３回、個人懇談を実施します。ご家族と共に

児童発達支援計画の目標設定を行い、経過を確認してい

きます。 

 

・ 保護者講座を開催し、子育てに役立つ情報・知識・技術

などを提供します。 

 

・ ご家族同士が同じ悩みを共有したり、交流したりできる

ような場面を             設けています。 保護者講座の様子 
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